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1．はじめに 

鋼板の接合方法として，スレッドローリングスクリュ

ー（以後，タッピングねじ）によって締結する方法があ

る．タッピングねじの雄ねじが下板の孔に雌ねじを転造

しながら締結するため，市販のインパクトドライバで片

側施工が可能となる．写真 1 にタッピングねじの締結状

態を示す．下板にタッピングねじが締結され，ナットの

役目を果たしている．タッピングねじは炭素鋼線に浸炭

焼入焼戻しが施されている． 
本研究では，タッピングねじで接合された継手の引張

およびせん断強度に及ぼす板厚と孔径の影響について検

証する． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

2．試験方法 
試験片の材質は SS400 とし，引張試験用とせん断試験

用，それぞれ 2 枚の板をタッピングねじで締結し，万能

試験機で試験体が破壊するまで載荷した． 
試験には呼び径φ8mm，10mm のタッピングねじを用い

た．図 1 および表 1 にタッピングねじの緒元を示す． 
 
 
 
 
 
 
 
 

試験片の板厚は 1.6mm， 2.3mm， 3.2mm， 4.5mm，

6.0mm とし，タッピングねじφ10mm については下孔の影

響を検証するため，基準孔φ9.5mm に対して±0.2mm，φ

9.3mm，9.5mm，9.7mm とした．試験体は各 25 体とした． 
3．荷重と板厚の関係 

図 2 および図 3 にタッピングねじφ8mm，10mm の荷重

（引張，せん断）と板厚の関係を示す．引張・せん断荷

重とも，ねじ径が大きく，板厚が厚くなるほど増加して

いる．引張強度は，タッピングねじの掛かりに依存する

ため，荷重が板厚に比例して大きくなる．せん断強度は，

板厚が 1.6mm から 3.2mm までは荷重と板厚が比例してい

るが，4.5mm と 6.0mm ではなだらかな増加となっている． 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

呼び径 D 8 10 

下孔径 7.5 9.5 

最小板厚 1.6 

最大板厚 T 17 

表 1 タッピングねじ寸法 [mm]

写真 1 タッピングねじの締結状態 

図 1 ねじ形状 
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図 3 荷重と板厚の関係（せん断） 
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図 2 荷重と板厚の関係（引張） 
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図 4 荷重－変位曲線（せん断） 
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図 4 にタッピングねじφ10mm，下孔径φ9.5mm のせん

断荷重と変位の関係を示す．板厚が 1.6mm から 3.2mm で

は最大荷重の後，なだらかに変位が大きくなり，その後，

荷重が減少している．一方，板厚が 4.5mm と 6.0mm では，

最大荷重の後，荷重が急激に減少している． 
写真 2 および写真 3 に，板厚 2.3mm と 4.5mm の試験後

の試験片の写真を示す．板厚 2.3mm の場合，下孔が広が

っており，タッピングねじにより支圧変形している．板

厚 4.5mm の場合，タッピングねじが 2 枚の試験片間でせ

ん断破断している．これら試験片の観察から，板厚によ

り破壊モードが異なり，板厚が厚くなると板の支圧変形

からタッピングねじのせん断破壊になると考えられる． 
尚，タッピングねじφ8mm についても同様な破壊モー

ドとなった． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

4．下孔径の影響 
図 5 および図 6 にタッピングねじφ10mm，下孔径φ

9.5mm に対して，孔径を±0.2mm とした場合の引張，せ

ん断強度と板厚の関係を示す．引張強度については，下

孔径が大きくなるとねじ部の掛かりが減少するため，最

大荷重に影響する．一方，せん断強度は前述の通り，下

孔側面とタッピングねじとの支圧に依存することから，

下孔径の影響は小さい． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
5．まとめ 
(1) タッピングねじで接合された継手の接合強度は，板厚

が厚くなると増加する． 
 

(2) せん断強度は，板厚により破壊モードが異なり，板厚

が薄い場合は支圧変形，板厚が厚い場合はタッピングね

じのせん断破壊となる． 
 

(3) タッピングねじの下孔径が大きくなると，引張強度は

減少するが，せん断強度は下孔とタッピングねじとの支

圧に依存するため，下孔径の影響は小さい． 

図 5 下孔径の影響（引張） 
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図 6 下孔径の影響（せん断） 
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φ10 下孔径φ9.5 板厚ｔ=2.3 

上板下板 
孔の支圧変形 

写真 2 せん断による支圧変形 

上板下板 ねじ破断面 

φ10 下孔径φ9.5 板厚ｔ=4.5 

写真 3 せん断によるねじ破断 
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